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業務フローの構築と IT システム導入に
よる業務改革 青森県弘前市
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株式会社大伸管工業所

冷 暖 房 空 調、 給 排 水 衛 生 設 備 に 関 す る
設計から施工、配管加工

建材・電子機器メーカーなどで長年東北地方での勤
務経験があり、未曽有の震災も地元で体験したこと
もあり、キャリア形成の中でお世話になった企業や
地域の方へ貢献できる仕事がしたいと思っていたと
ころ、支援実績で多かった建築土木の分野で金融機
関・人材紹介会社よりご紹介があり、今回お受けさ
せていただきました。企業として成長されていく真っ
ただ中にあり、そのタイミングで業務改善に関わら
せていただけることにやりがいを感じながら活動さ
せていただきました。

銀行口座連携・仕訳業務の自動化により、これま
で翌月内では完結していなかった月次集計業務が、
１/ ２程度の日数へ短縮され、今後はさらに早期
化する予定です。また、属人化していた業務を複
数のスタッフへ職務委譲する事により、業務の効
率化が図れました。これにより、経理業務責任者
が体調を崩して一時的に離脱した際も対応できま
した。

今までは業務の効率化を図るべく、対症療法的にデ
ジタルツールやアプリを導入するものの、その機能
を充分に活かせないまま形骸化させてきました。と
りわけ経理業務に関しては、誰でも扱える内容では
ないことから完全に属人化してしまい、必要な数値
情報がタイムリーに得られない状況が続き危機感を
抱いていました。小田川氏には、問題の本質を「見
える化」していただくと共に、経営課題解決手段を
提示していただき実行に移すことができました。自
分たちの知見だけでトライ＆エラーを繰り返してい
たら、実行は難しかったと思います。

㈱アークネクトで取締役 COO として経営
コンサルタント業務に従事

主な経歴：

代表取締役

役職名： 取締役

小田川 潤 氏

年　齢： 53 歳
家族構成：妻、娘
出身地： 還流ルート：北海道 その他
業務遂行手段： 遠隔業務と月数回の対面会議

04 青森県

当社は、既存市場の拡大や製造部門の新設に向けて、数年にわたり人員増加と社内体制強化を事業戦略の柱と
してきましたが、戦略を進めるうえで業務の効率化・改善をしっかりと進める準備が不十分でした。原因として、
現場の日常業務が忙しく、自社で取り組むための社内工数の確保、ノウハウを持った人材の採用がなかなか進
まない中、効率化を目論んで様々なデバイス・システムを導入しましたが使いこなせていないことにより、経
理業務の属人化と紙ベースでの処理などの課題が抽出されました。今回、これら課題解決のため DX 推進・業
務改善に実績豊富なプロ人材を求める事としました。

活用しきれていなかった経理システムの活用と属人化からの脱却

実効性のある取組みが難しかった経理業務の改善を、IT システムとの連携により全社統合的に実施していただ
きました。プロ人材には、先ず業務フローの整理に着手していただき、ボトルネックの抽出、スタッフの役割
と職務の再考、業務の平準化と既存システムの確認、新規システム導入までの全工程を主導していただきまし
た。特に、当社の IT リテラシーはそれほど高くないため、既存システムベンダーや連携企業との必要な機能・
要件の交渉、さらに新規システムベンダーの選考や業務フローの構築、IT システム導入による業務改善の推進
など、プロ人材がこれまで建築土木・医療介護・製造業など様々な業種で発揮されてきた組織管理能力に期待
しました。

自社にとって最適な業務フローの構築

まずは、当社の組織体制・中長期計画の確認、課題の整理・優先順位付け、経理業務の幹部管理職や実務スタッ
フと現状の業務の棚卸に着手。併せてシステムベンダーとの協議を重ね、社内システム構築にかかる費用負担
を抑えつつ最大限改善可能な範囲を確認するなど、当社の現状を正確に把握しながら最適な社内業務フローに
ついて議論を深めていきました。業務別では、入出金・債権管理、各費用処理の紙ベースからのシステムへの
移行、仕訳入力業務の平準化・自動化によるスタッフ業務の負担軽減、効率化が実現しました。
さらに、作業日報の電子化、修理業務の運用見直し、使用材料・工具の管理といった改善テーマについても検
討を進めることができました。

現場の具体的な課題の抽出と最適な経理業務フロー構築

奈良岡 隆人 氏


